
参考様式（第７条関連）                                           令和４年度様式 

 

令和  年  月  日 

神 戸 市 長 宛 

                              

住     所 

（お住まい） 

（〒     -       ） 

 

団 体 名 

（法人の場合） 
 

 

氏    名 

（法人は役職・代表者名） 

（フリガナ） 

      

連 絡 先    

 

空き家申出書 
空き家の経緯とその時期に関する情報について、下記のとおり申し出ます。 

（該当するものにチェック、下線部に記入をする） 

 

記 

１． 空き家となった経緯等について 

□ 最終所有者（または最終使用者）であった                    （関係性：     ）が他界し、以後 

空き家状態である。 

□ 最終使用者であった                 （関係性：     ）が転居（または入所・入院）し、以後 

空き家状態である。 

□ 借家人との賃貸借契約の満了（解約）に伴い空家となり、以後空き家状態である。 

□ 従前所有者から空き家状態の家屋を取得し、以後空き家状態である。 

□ その他（                                     ） 

 

２． 空き家となったことがわかる書類 

□ 最終所有者または最終使用者の死亡の証明 

□ 最終使用者の転居（または入所・入院等）の証明 

□ 借家人との明け渡し確認書類、契約満了、又は解約を証する書類（家賃等精算書類）など 

□ 空き家を取得したことが確認できる書類（不動産売買契約書（代金支払いの確認書類を含む）・建物登

記など） 

□  その他（                                     ） 

□ 空き家の始期に係る資料を添付できませんが、空き家期間の用件を満たしていることを別紙のとおり誓

約します 

＜わかる範囲で記入すること＞ 

水道のお客様番号            水栓番号             

 

３．空き家となった時期    昭和・平成・令和  年  月  日  

 

 

 


